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1 ）WordPress の公式サイト（入手先）および公式マニュアルについては，付録 A にまとめる．また，
WordPress の歴史については，読書ガイドとして，付録 B にまとめる．
2 ）自分の意見や周囲の出来事について，日記形式（時系列）で書き込む Web サイト．
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ジの見栄えは，CMS に付属する HTML/CSS テンプレート6）や組み込みのスクリプトによって
機械的に決めることができる．よって CMS の操作方法には慣れる必要はあるが，先に述べた
Web ページ作成のための特別な技能については必要最低限の理解で済む．












3 ）HTML: Hyper Text Markup Language．電子テキストの構造を決めるもの．HTML の基礎概念の理
解については，w3schools.com（http://www.w3schools.com/）が有用である．
4 ）CSS: Cascading Style Sheet．電子テキストの見栄えを決めるもの．CSSの基礎概念の理解については，
w3schools.com が有用である．





ある（2015 年 2 月現在）．
9 ）公式に登録されたもの（https://wordpress.org/plugins/）だけでも，36,000 以上のプラグインが存在






































　ちなみに，WordPress 以外の CMS に目を向けてみると，Drupal16）と Joomla!17）が世界で最
もよく使われている18）．この 2 つに，WordPress を加えると，世界三大コンテンツ管理シス
テムとなる．事実，この 3 つのシステムで，全世界の CMS 市場の 7 割以上を占める．その中
でも WordPress のシェアは飛び抜けており，CMS 全体の 6 割を占める．そして，世界全体の
Web サイトのシェアでも約 2 割となっている．さらに，日本の市場に限って言えば，CMS を
使っているサイトのうち 8 割以上が WordPress を採用している19）．
　WordPress の開発が始まったのは 2003 年，当時弱冠 19 歳の Matt Mullenweg20）によってで
ある［6］．そして，彼が起業した Automattic 社21）が中心となって WordPress の開発は現在も
続いている．WordPress は，GPL22）というオープンソースライセンスを採用しているため，
商用ソフトと違い，再配布や改造を自由におこなうことができる．創始者の Mullenweg は，
















22）自由ソフトウェア財団（Free Software Foundation）のリチャード・ストールマン（Richard Matthew 
Stallman）氏によるライセンス．オープンソースの起源となる．ライセンスの詳細については，GNU 
General Public License（http://www.gnu.org/licenses/gpl.html）を参照のこと．WordPress は GPLv2（or 
later）を採用している（https://wordpress.org/about/gpl/）．
23）Matt Mullenweg: WordPress and the GPL（http://wordpress.tv/2009/10/13/matt-mullenweg-
wordpress-gpl/）は，WordPress 創始者による GPL の見解を示す非常に興味深いインタビューである．


















　以上の理由で，オープンソースソフトウェアである WordPress が，筆者の教育用 CMS の
定番となった26）．
2. 2　ネットワーク機能の活用










27）WordPress のインストールは 1 回だけおこなえばよく，連携する複数の WordPress（連携ブログ）は，
本体プラグラムをはじめ，テーマやプラグインを共有するので，管理の手間が省ける．つまり，コンテン
ツのデータのみが独自性を持つ WordPress を，複数インストールすることができる．このネットワーク












28）例えば，Add Multiple Users プラグイン（http://addmultipleusers.happynuclear.com/）を使えば，追
加ユーザとその権限変更を一括しておこなうことができる．
29）WordPress の管理バーにある「参加サイト」のメニューから，連携先の個別の WordPress サイト（連
携ブログ）へアクセスができる．図のメニューは，筆者が担当する経営情報の講義サイトのもの．講義ト
ピックごとに資料・課題を掲載するブログ（連携ブログ）を設置している．












　また，マルチサイト化された WordPress は，必要のない連携 WordPress を削除したり，一
時停止やアーカイブしたりすることが可能である．サイトの整理やネットワーク負荷の軽減に
役立つ機能である．



















表示内容が変わる HTML ファイルを動的 HTML と呼ぶ．
37）当時，試行錯誤したことと言えば，1995 年頃にインタラクティブなサイトを実現するために CGI
（Common Gateway Interface）による掲示板を利用したことがある．また，1998，9 年頃には，動的なサ
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　そこで，コンテンツの書き換えと管理を容易におこなうために使い始めたのが，Wiki であ
る38）．Wiki は，コンテンツ管理システムとしての基本性能を備えているので，初期の CMS と













Wiki と，アナウンス用の Web 日記システム41）を併用するようになった．さらに，自由に書き
























3. 2　Google Apps の利用
　Google Apps44）は，Google が提供するクラウド45）上のグループウェアであり，企業や組織の
情報共有を可能にするソフトウェア群である．メール機能としての Gmail46），サイト構築機能
としての Google Sites47），オフィスソフト機能として Google ドライブ48）等を利用することがで
きる．当初は無料で利用できたのであるが，現在は有料化されている．
　筆者は，2010 年から 2012 年にかけて，この Google Apps を講義用の実習サイトおよび情報
共有サイトとして利用した．研究室用に独自ドメインを取得し49），講義の受講生に配布したア
カウントは総計 300 に近い．講義における Google Apps の主な活用法は以下の通りである
● Google ドライブを使ったオフィスソフト演習（ワープロ，表計算，プレゼンテーション）
● Google Sites を使ったサイト構築の練習





































　2003，4 年頃だと記憶している．筆者は月額 100 ドル程度の海外のレンタルサーバを借り，





50）Google Apps for Education（https://www.google.com/intx/ja/work/apps/education/）
51）Office 365 Education（http://www.microsoft.com/ja-jp/office/365/education/default.aspx）， お よ び
Yahoo! メール　Academic Edition（http://docs.mail.yahoo.co.jp/）を参照のこと．
52）教育や研修を IT 技術を用いておこなう e ラーニングに，進捗管理や成績管理を加えたもの．
53）https://moodle.org/








（MediaWiki58）），そして LMS（Moodle）が CAS に統合された．CAS を使えば，学生は，大
学で配布された公式アカウントと同一のユーザ名およびパスワードを利用できる［15］．
　こうして，大学の情報システムとの親和性が高まったことにより，オンプレミス59）の環境に


































なっている．この敷居を低くするためには，Twitter や LINE のように，相互のやり取りが簡
単におこなうことができる仕組みが必要だ．
　WordPress の P2 というテーマが，こうした短い議論のやり取りを円滑に実現する（図 2 参

































67）Burken［1］は，Automattic 社における P2 の利用状況を踏まえて，同様なことを指摘している．
68）ペース，物事の速度，を保つためのもの．
69）ただし，集約ブログを実現するためには，テーマの改造，もしくはプラグインによる機能の追加が必要
である．この機能を果たすプラグインとしては，WPMU DEV による Autoblog（https://premium.
wpmudev.org/project/autoblog/）とWordPress MU Sitewide Tags Pages（https://wordpress.org/
plugins/wordpress-mu-sitewide-tags/）がよく知られている．ただし，前者は有料である．図 3 にある集



























という理由で，Web アプリケーションの構築を得意とする AppThemes 社72）が提供する


























































ながら，2015 年 2 月現在，無料版の提供は停止している．
78）WordPress で使うことができる予測市場のプラグインは存在しないので，開発が必要になる．
WordPress よりも高機能で知られる Drupal には，無料の予測市場プラグイン（https://www.drupal.
org/project/market）が存在するが，筆者が確認する限りではうまく動作せず，バグが存在するようだ．











● NPS（Net Promoter Score）85）により，オンライン（WordPress）上で第三者による評

















86）WordPress 上でのアンケート実施のために，Contact Form 7 プラグイン（http://contactform7.com/）
を利用した．






そして，この柔軟な WordPress の特性を生かし，ユーザの利用経験を IPF 側の将来的な仕様
整理につなげていくことも今後の検討課題としている．
4. 6　地理情報システムとの連携















　GIS のより進んだ学習としては，Google Maps をバックエンド92）に使った Google Fusion 
88）Ruby on Rails で構築されている．
89）地理情報システムについては，国土交通省国土地理院の Web サイト（http://www.gsi.go.jp/GIS/）が




















95）セキュリティ的に安全な方法で，PHP による処理等を WordPress の投稿に組み込む方法．





















































コードが取得できるので，それを自作の HTML ファイルにペーストするか，もしくは Word-
Press 等の CMS に iframe で埋め込むことが可能である．
　もう少し具体的な WordPress の活用事例を挙げてみよう．オープンデータのホスティング
において有名なサイトに米国の DATA.GOV100）がある．このサイトはフロントエンドのコンテ
ンツ管理用に WordPress を用い，バックエンドのデータ管理用に CKAN（Comprehensive 
Knowledge Archive Network）というものを使っている．
　DATA.GOV サイトの説明には，
The home of the U.S. Government’s open data: Here you will find data, tools, and 






































　先述（3. 3）した Moodle を代表として，ネットワーク上での教育（e ラーニング）を実現す
るソフトウェアは，無償・有償を含め，数多く存在する．筆者による WordPress の教育利用





















　レクチャーの進捗管理や成績管理等をおこなわないのならば，上のリスト 1 やリスト 2 の機


















 ● BuddyPress（https://buddypress.org/），SNS 作成機能
 　等がある．
113）WP Survey and Quiz Tool（https://wordpress.org/plugins/wp-survey-and-quiz-tool/）等がある．


















































125）SlideShare for WordPress by Yoast プラグイン（https://wordpress.org/plugins/slideshare/）等を使
う．
126）Jetpack by WordPress.com プラグイン（https://wordpress.org/plugins/jetpack/）を導入すれば，
ショートコードでプレゼンテーションスライドを作成することが可能になる（Presentation: https://














社，WordPress をボランタリーベースで開発する人達，そして WordPress を実際に使い，サ
イトを運営したりブログを書いたりする人達からなる．各人が自由に，それぞれのモチベーショ
ンを持って，WordPress のコミュニティを盛り上げている．




委員長を務めた．会場参加者は 170 名，また会場動画視聴者は 1,000 名を越え，イベントは盛
況を極めた．同イベントにおいて，茨木智ゼミの学生代表と河合勝彦ゼミの学生代表が，経済
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Contents Management Systems (CMS) for 
Education: The Use of WordPress
Katsuhiko Kawai
Abstract
　 Using the WordPress, known as one of the best content management systems available, 
I have been working on enhancing educational contents for my teaching courses.  In this 
paper, I summarize those practices.  The WordPress, for instance, lets us make interactive 
bulletin boards, blog aggregation sites, idea posting sites, idea market portals, co-creation 
sites, and GIS enhanced sites.  In the near future, I am planning to construct big/open data 
enhanced WordPress sites, smartphone enabled WordPress sites, and WordPress sites with 
LMS functionality.  Moreover, I hopefully make a contribution to the success of WordPress 
community.
